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明
治
二
十
四
年

「
上
地
官
林
委
託
願
」　

○
「
上
地
官
林
委
託
願
」
を
提
出

　

前
回
ふ
れ
た
よ
う
に
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九

一
）
四
月
、三
十
一
世
斉
藤
日
意
上
人
は
、次
の
「
上

地
官
林
委
託
願
」
を
東
京
府
に
提
出
す
る
。

上
地
官
林
委
託
願

一
、
南
豊
島
郡
淀
橋
町
元
柏
木
村
百
八
番
地　

　
　
　

同
郡
同
村
百
拾
二
番
地

　
　

官
林
一
ヶ
所　
　
　
　
　
　

常
円
寺
上
地

　
　

但
シ
此
段
別
壱
反
九
畝
四
歩

右
者
、
昨
廿
三
年
十
二
月
八
日
附
ヲ
以
テ
御
公

達
二
相
成
候
農
商
務
省
御
布
達
二
基
キ
、
本
年

ヨ
リ
向
三
十
ヶ
年
、
該
寺
エ
御
委
託
被
仰
附
度

奉
願
上
候
、
尤
モ
官
林
立
木
ノ
儀
ハ
、
該
寺
維

持
法
ノ
為
メ
別
紙
見
積
ノ
代
價
ヲ
以
テ
御
下
附

被
成
下
度
、
跡
地
ノ
儀
ハ
相
當
ノ
地
租
上
納
仕

度
候
條
、
右
願
ノ
通
御
許
可
被
成
下
度
、
見
積

書
並
二
繪
図
面
相
添
、
寺
檀
等
連
署
ヲ
以
テ
此

ノ
段
奉
懇
願
候
也
。

　
　

明
治
廿
四
年
四
月　
　

日

　
　
　
　
　
　
　
　

府
下
南
豊
島
郡
淀
橋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
柏
木
村
百
拾
二
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
圓
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
日
意（
印
）

（
以
下
、
総
代
、
本
山
平
賀
本
土
寺
貫
首
の
署

判
が
続
く
が
省
略
）

　

こ
の
願
状
は
前
年
（
明
治
二
十
三
年
）
の
農
商
務

省
の
布
達
に
基
づ
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
布
達
そ
の
も
の
は
確
認
で
き
て
い
な
い

が
、「
官
有
森
林
原
野
及
び
産
物
特
別
處
分
規
則
」

の
追
加
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
で
は
寺
社

に
官
有
森
林
の
使
用
を
許
し
、
そ
こ
か
ら
取
れ
る
産

物
を
下
附
す
る
、
そ
の
手
続
き
等
に
関
す
る
布
達
と

思
わ
れ
る
。（『
日
宗
新
報
』
第
三
五
七
号
）

◯
明
治
十
年
の
常
円
寺
の
土
地

　

願
状
の
趣
旨
は
、
ま
ず
明
治
二
十
四
年
か
ら
向
こ

う
三
十
年
間
「
官
林
」
と
し
て
設
定
さ
れ
た
元
柏
木

村
の
林
の
管
理
を
常
円
寺
に
「
委
託
」
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
官
林
」
と
は
、
江
戸
幕
府
や
諸
藩
が
領
有
し
て

い
た
山
林
を
明
治
新
政
府
が
接
収
し
〝
官
有
〟
つ
ま

り
国
有
林
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
官
林
化
は
寺

社
領
地
に
つ
い
て
も
、
前
回
述
べ
た
「
上
地
」
政
策

の
流
れ
の
中
で
、
寺
社
の
境
内
の
林
を
除
い
た
そ
れ

以
外
の
林
を
官
有
林
と
し
て
い
っ
た
。
常
円
寺
の
境

内
地
へ
の
「
上
地
」
が
、
い
つ
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
治
十
年

（
一
八
七
七
）
の
『
日
蓮
宗
明
細
簿
』
に
所
収
さ
れ

た
境
内
見
取
り
図
（
写
真
）
に
は
「
上
地
官
林
」
の

記
載
が
見
え
、
こ
の
林
の
他
、「
畑
地
」
や
「
墓
地
」

が
「
境
外
」
と
さ
れ
て
お
り
、
境
内
外
の
区
画
割
り

が
明
確
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。ち
な
み
に『
明

細
簿
』
か
ら
当
時
の
常
円
寺
が
領
有
し
て
い
た
土
地

を
確
認
し
て
み
る
と
、

一　

境
内　

七
百
二
十
八
坪

一　

境
外
民
有
地　
　
　

一
町
九
反
九
畝
十
九
歩

（
＝
五
千
九
百
八
十
九
坪
）

そ
の
「
境
外
民
有
地
」
の
内
訳
が

　
　

一　

宅
地　
　
　
　

二
畝
三
歩（
＝
六
十
三
坪
）

　
　

一　

田　
　
　
　
　

二
反
五
畝
二
十
八
歩

（
＝
七
百
七
十
八
坪
）

　
　

一　

畑　
　
　
　
　

一
町
五
反
二
畝
十
四
歩

（
＝
四
千
五
百
七
十
四
坪
）

　
　

一　

林　
　
　
　
　

一
反
九
畝
四
歩

（
＝
五
百
七
十
四
坪
）

で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　

◯
官
林
の
払
い
下
げ
を
求
め
る

　

さ
て
、「
上
地
官
林
委
託
願
」
の
、
官
林
の
三
十

年
間
の
管
理
委
託
を
求
め
る
文
言
の
後
に
は
「
尤
モ

官
林
立
木
ノ
儀
ハ
、
該
寺
維
持
法
ノ
為
メ
別
紙
見
積

ノ
代
價
ヲ
以
テ
御
下
附
被
成
下
度
」
と
続
く
。「
該

寺
」
と
は
常
円
寺
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
維
持
法
の

た
め
」
つ
ま
り
お
寺
を
維
持
し
仏
法
を
弘
め
る
た
め

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
た
め
に
「
別
紙
見

積
ノ
代
價
」を「
御
下
附
」し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
。

「
別
紙
見
積
」
と
は
本
文
の
最
後
に
「
見
積
書
並
二

繪
図
面
相
添
」
と
あ
る
が
、「
木
数
明
細
書
」
と
す

る
文
書
が
こ
の
願
状
に
添
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
官
林
に
林
立
す
る
木
々
の
種
目
と
大
き
さ
と
本
数

と
そ
れ
ぞ
れ
の
代
價
が
記
さ
れ
、「
壱
反
九
畝
四
歩
」

（
約
五
七
四
坪
）
の
林
に
全
部
で
百
九
十
一
本
、
総

額
「
参
拾
六
圓
八
拾

五
銭
」
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
官
林
に
林

立
す
る
木
々
を
伐
採

し
、
そ
の
木
を
売
却

し
た
利
益
を
求
め
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

◯
委
託
後
の
官
林
の

管
理
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
先
に
取

り
上
げ
た
明
治
十
年

の
『
明
細
簿
』
に
は
、

官
林
に
つ
い
て
「
御

拂
下
願
中
」
と
注
記

が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
明
治
十
年
の
時
期
か
ら
、

払
い
下
げ
を
申
し
出
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
願
状
の

本
文
で
は
「
跡
地
ノ
儀
」
と
続
く
が
、
木
々
を
伐
採

し
た
後
の
土
地
に
つ
い
て
「
相
當
ノ
地
租
上
納
仕
度

候
條
」
と
、
相
当
の
「
地
租
」
を
納
め
る
こ
と
を
約

束
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
官
林
跡
を
引
き
続
き
地
租

を
上
納
し
つ
つ
常
円
寺
が
領
有
す
る
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
斉
藤
住
職
は
、
こ
の
上
地
さ
れ

た
官
林
の
管
理
委
託
→
木
々
の
伐
採
・
売
却
→
跡
地

の
領
有
を
、「
寺
檀
等
連
署
ヲ
以
テ
」
東
京
府
大
林

区
署
長
林
務
官
に
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同

年
の
八
月
付
で
こ
の
官
林
管
理
に
関
す
る
規
約
四
項

が
作
ら
れ
、
そ
こ
で
は
、
こ
の
官
林
を
他
に
転
売
し

な
い
こ
と
、
こ
の
地
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
は
お
寺
の

維
持
の
た
め
の
み
に
使
う
こ
と
、
林
の
木
々
の
保
護
、

培
養
を
怠
ら
な
い
こ
と
（
す
ぐ
に
は
す
べ
て
を
伐
採

せ
ず
、
三
十
年
間
は
林
と
し
て
管
理
・
利
用
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
）、
そ
し
て
こ
の
林
の
管
理
に

関
す
る
案
件
は
寺
と
檀
家
の
合
意
に
よ
っ
て
進
め
て

い
く
こ
と
が
取
り
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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